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１．地域の磨き上げの取り組み

（１）サイクルルートの設定

●道の駅などを起点に地域の周遊ができるよう、サイクルルートを設定（富士川町、市川三郷町）。
●サイクルマップを作成し、ホームページ等での公表や道の駅などでの配布を想定。
●今年7月には関係者が市川三郷町のルートを試走し、整備が必要な箇所等を関係者で共有。
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【関係者による試走】
・日時：令和3年7月16日（金） 9:30～
・試走コース：市川三郷町 七福神巡りコース
・参加団体：山梨県県土整備部、峡南建設事務所、市川三郷町、

峡南広域行政組合、道の駅富士川、宝寿院、
NPO法人やまなしサイクルプロジェクト

▲サイクルマップイメージ（作成中）

▲山梨日日新聞（2021年7月17日（土））

▲UTYテレビ山梨（2021年7月16日（金）放送）



１．地域の磨き上げの取り組み

（２）伝統工芸イベント

●峡南地域の伝統工芸である「和紙」「印章」「硯」「拓本」をPRするため、伝統工芸の体験イベントを企画。

・日程：令和3年11月6日（土）、7日（日） 9:00～15:00

・会場：道の駅富士川 みんなの広場前

・体験時間： 20分/1名（＋乾燥20分）
・体験人数： 100名/1日

・体験時間：15分/1名
・体験人数：50名/1日

・体験時間：15分/1名
・体験人数：80名/1日

・体験時間：60分/1名
・体験人数：30名/1日
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▲イベント開催場所

▲ブースイメージ

▲広報チラシ ▲ブースに設置するのぼり・看板



１．地域の磨き上げの取り組み

（3）身延山社会実験

●身延町の久遠寺周辺を対象に、地域へ回遊する仕組みや、狭あい道路での歩行者優先の安全で快適な道路空間を構築する
社会実験を実施。
・社会実験期間（予定）：令和3年秋ごろ
・実施エリア：県道身延線 門内商店街周辺
・実施内容：
①回遊性を高める効果的な情報発信

-テーマ別の周遊マップ、アプリを活用したスタンプラリー
マップと連動した紹介動画

②駐車場満空情報提供
-Webサイト、道中の看板
③交通誘導看板
④歩車一体舗装
⑤スムース横断歩道
⑥狭さく
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１．地域の磨き上げの取り組み

（4）観光資源のブラッシュアップ事業

●中部横断自動車道の開通に伴い、中京圏や信越地域からの観光客の誘客、地域活性化につなげることを目的として、峡南５町から観
光資源を選定し、専門家の伴走型支援による磨き上げ（魅力向上への助言など）を実施。

●大柳川渓谷

●櫛形山

富
士
川
町

●手漉き和紙

●四尾連湖
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❖「夢工房」を核とした魅力＆価値向上

＊担い手育成： ”にわか職人”の育成
＊知名度向上：和紙の有名産地との連携
＊流通量の確保・町内での浸透：名刺等での使用

❖関係人口増を狙った環境保全プロジェクトの
立ち上げ

＊クリーンアップ活動、保全活動のための資金確保
＊賛同者の募集・獲得（ふるさと納税など）

❖十谷集落の魅力を活かした滞在型観光

＊「アクティビティスポット」としての整備
＊スタンプラリー等のイベントの開催
＊十谷集落を含めた散策コースの充実

❖櫛形山と平林地区をフィールドとした
新たな魅力づくり

＊「絶景を楽しむエリア」としてのブランド化
＊「提案型」の情報発信 （楽しみ方の提案）

●奈良田集落

●赤沢宿

早

川

町

●みのぶゆばの里

●あけぼの大豆

身

延

町

❖「個人客」に着目した誘客強化

＊顧客データの積極活用
＊宿泊施設（宿坊、下部温泉）との連携強化
＊身延山観光のゲートウェイ機能強化

❖横断施策（生産、流通、移住、就農、観光）で
取り組むブランディング強化

＊CBO（Chief Branding Officer）の設置
＊価格・生産・品質のコントロール
＊観光商品への組み込み、商品開発 等

❖“ファン”や“関係人口”の獲得（交流促進）

＊集落内各施設の共通クーポン発行
＊新たな滞在プランの販売
⇒奈良田の里温泉、鍵屋、山人砦の連携

❖継続的な“関係人口”の獲得（保全・継承）

＊若手人材との定期的な意見交換（継承）
＊イベント開催、特別感の演出（ファンの獲得）
＊大学（有識者）と連携したまちづくり

南

部

町

●福士川渓谷 ●道の駅とみざわ
❖福士川渓谷エリア［道の駅とみざわ～山水徳間の里～奥山温泉］の一体的な活用

＊福士川渓谷エリアの周遊マップ、ＰＲ動画等の情報発信媒体の作成
＊南部町らしさの演出（南部茶の活用、季節限定メニュー等）
＊拠点施設、地域関係者間の連携促進（意見交換会の定期開催）



2．その他広報活動

（１）広報資料の作成・掲示

ポスター・チラシの作成広報冊子（夢ロード）の作成

●協議会の取り組みを広報するポスターやチラシを作成し随時掲示●中部横断道の開通に対し期待することを地域の代表者にインタ
ビューし、広報資料を作成。
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県立考古学博物館

県庁ロビー

▲パネル展示の様子



2．その他広報活動

（２）旅行会社へのPRプレゼン
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●旅行会社に対し、峡南地域の魅力や道の駅NWの取り組み、中部横断道開通による
アクセス性の向上をPRするプレゼンを実施予定。（10月頃）

●峡南地域の魅力を知っていただき、旅行会社がツアーを計画したり、情報誌を作成
したりする際の情報として活用していただくことを目的とする。

▲過去開催されたプレゼン時の様子（WEB開催）



2．その他広報活動

（３）その他
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🌑SAやPA、銀行などのデジタルサイネージでPR動画を放映 🌑新聞広告やTV番組による広報

▲山梨日日新聞（2021年8月17日（水））

◆読売新聞（2021年8月28日（土）新聞掲載）

▲談合坂SA

▲山梨中銀ほか3銀行（139店舗）

▲YBS「前進やまなし」撮影風景（2021年8月30日（月）放送）

◆SBS静岡放送「オレンジ」（2021年９月～10月放送予定）


